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成果の概要／加藤 博己 

 

 

植物由来二本鎖RNA投与による抗ウイルス自然免疫応答の活性化の解明を目的とし研

究を進めた。 その結果、マウスを用いた実験系において、植物由来二本鎖 RNAが自

然免疫応答の活性化により高病原性鳥インフルエンザウイルスなどに対しても抗ウイ

ルス効果を持ち、さらにアジュバント効果があることが明らかとなった。また、メラ

ノーマ細胞に対する抗腫瘍活性も認めた。現在上記内容を論文として投稿する準備を

進めている。上記成果の一部の詳細は以下に記述する。尚、貴財団の助成金は、上記

研究成果を得るための実験に必要な物品購入や情報収集のための旅費などに使用させ

て頂いた。 

 

＜成果の詳細＞ 

植物由来二本鎖 RNA(GP)投与による抗ウイルス自然免疫応答の活性化に関して、特に

メラノーマ細胞に対する抗腫瘍活性に関する知見の詳細を報告する。 

[予防モデルにおける GPの抗腫瘍効果の予備的検討] 

腫瘍接種後、GPを腫瘤形成前から投与することで、予防効果があるのかを検討した。まず、

条件検討を行う意味で、予備的実験を行った。PBS、PolyI:C、GP についてそれぞれ各群 2匹

ずつ用意し、B16F10 細胞を皮下接種した翌日から週に 2 回腹腔内投与した（図 1A）。その結

果、過去の報告からも予想されたように、PolyI:C投与群では PBS投与群と比較し、腫瘍増殖

の抑制を示唆する結果が得られた。さらに、GP投与群においても PolyI:Cとほぼ同等の腫瘍増

殖抑制効果が示唆された（図１B）。 

 

[予防モデル、治療モデルにおける GPの抗腫瘍効果の検討] 

次に、上に示した予防モデルに加え、より臨床に近いと考えられる、腫瘤形成後から GP 投

与を開始する治療モデルを作成し、GPの抗腫瘍効果を検討した。 

GP 非投与群、腫瘍接種後１日目から GP を投与する群(予防モデル群)、腫瘤が２０〜５０ 

mm3になる接種後７日後から GP を投与する群(治療モデル群)の３群を作成し、週に 2 回 GP

（非投与群では PBS）を投与した。投与回数は、予防モデル群では計 7回、治療モデル群では

計 5回となった（図２A）。 

その結果、予防モデル群では予備実験でも見られたように（図２B）、腫瘍の成長が抑制され

ており（図２B）、接種後 13日、16日では GP非投与群と比較して統計的有意差を持って腫瘍

増殖抑制効果が認められた（図２C）。また、マウスの生存も GP非投与群と比較して優位に延

長させることが分かった（図２D）。一方で、治療モデル群では、腫瘍増殖抑制効果においても、

延命効果においても、有意差を持った効果は示さなかった（図２B-D）。 



現在この腫瘍抑制効果の詳細なメカニズムを検討している。 
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図１ マウスへの GP投与実験１（予防モデルの予備的実験） 

(A) 8週齢のC57BL6/JにB16F10メラノーマ細胞株を1×10⁶ cells/匹、右腰部に皮下接種した。

皮下接種した翌日から週に 2度、PBS、PolyI:C、あるいは GPの腹腔内投与を行った。(B) 腫

瘍体積を経時的に計測した。矢印： 腹腔内投与を示している（ただし、１日目の投与はグラ

フ中には記載していない）。 
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図２ マウスへの GP投与実験 2 （予防モデルと治療モデル） 

(A) 8週齢C57BL6/JにB16F10メラノーマ細胞株を1×10⁶ cells/匹、右側腹部に皮下接種した。

接種翌日から GPの投与を開始した群(予防モデル群) 、７日後から GPの投与を開始した群(治

療モデル群)を作成した。GP非投与群（PBS投与群）もコントロールとして作成した。それぞ

れ週に 2度腹腔内投与を行った。GPの投与は、予防モデル群で計 7回、治療モデル群で計 5

回、行った。腫瘍体積とマウスの生存率を経時的に計測し、 腫瘍の成長を写真撮影して(接種

後 15日目、B）、 それぞれグラフ化した（C、D）。（C) 矢印： 腹腔内投与を示している（た

だし、１日目の投与はグラフ中には記載していない）。 

 


